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はじめに
沖縄本島北部の森林（山原、以下ヤンバル）では、種々
の森林施業が行われてきており、それらはヤンバルに生
息する生物の種構成や個体数に影響を与えていると考え
られる。現在、ヤンバルで行なわれている主要な施業の
一つとして育成天然林施業がある。育成天然林施業で
は、有用樹種の育成を目的として除伐を行なう（沖縄県
農林水産部 , 1995）ため、森林の内部構造や景観が大き
く改変される。

オキナワヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis okinawana 

Ishihara は、本州などに分布するヒメハルゼミの 1亜種
であり、伊平屋島、渡嘉敷島、久米島、沖縄本島北部に
のみ分布する（林 , 1984, 2002；東・金城 , 1987）。生息
地である森林の構造が大きく変化することによる、本亜
種への影響は分かっていない。オキナワヒメハルゼミの
成虫の出現時期は 5月下旬から 8月上旬とされており
（佐々木ら , 2006）、その前半である 5月から 6月までの
時期は、この地域に固有に分布する絶滅危惧種ノグチゲ
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要 旨
　沖縄本島北部の森林すなわち山原（ヤンバル）で行なわれている除伐が、そこに生息する昆虫類
にどのような影響を与えているかを明らかにするため、林床に昆虫の羽化トラップを設置した。沖
縄県国頭郡国頭村西銘岳周辺および琉球大学農学部与那フィールドにおいて、除伐が行なわれた 
13 ヶ所（除伐後 1~22 年）と除伐の記録がない林 4 ヶ所を調査地とし、それぞれに 60cm 四方の地
表を覆う羽化トラップ 5 基を設置した。2006 年および 2007 年 6 月から 8 月にかけてオキナワヒメ
ハルゼミが捕獲され、除伐が行なわれた林（除伐後 1~22 年）8 ヶ所で成虫 8 個体と幼虫 10 個体が、
除伐の記録のない林 2 ヶ所で成虫 1 個体と幼虫 2 個体が捕獲された。除伐が行なわれた林で捕獲さ
れたセミの数は 1 個体から 7 個体までの幅があった。除伐の有無とセミの出現の有無に明瞭な関係
は見られなかった。また、調査地の林齢の高低とセミの出現数の多少にも関係が見られなかった。

キーワード：亜熱帯林、羽化トラップ、オキナワヒメハルゼミ、 除伐、山原（ヤンバル）

沖縄本島北部の森林林床に設置した羽化トラップで得られた
オキナワヒメハルゼミ
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ラ Sapheopipo noguchii (Seebohm)（環境省 , 2002）の
営巣期に相当する。
ノグチゲラは倒木や枯れ木の内部に生息している昆虫
類（カミキリムシ類の幼虫など）を捕食するとともに、
営巣期には地表や地中に生息する節足動物類（ゴキブリ
類、バッタ類、クモ類やセミ類の幼虫）も捕らえて雛の
餌とする（小高 , 2005；Kotaka et al., 2006）。特に、羽
化のために地表近くあるいは地表に出てきたセミ類の幼
虫はノグチゲラの雄によって雛に与えられる餌の 1/4 ほ
どを占める（金城ら , 1988）。したがって、ノグチゲラ
の営巣期に羽化するオキナワヒメハルゼミがノグチゲラ
の雛の餌となっている可能性が高い。
現在、我々は「沖縄ヤンバルの森林の生物多様性に及
ぼす人為の影響の評価とその緩和手法の開発」に関する
研究を行なっている。その中で、育成天然林施業を目的
とした除伐がヤンバルに生息する昆虫類にどのような影
響を与えるかを明らかにするために設置した、地表から
羽化する昆虫を採集するトラップ（羽化トラップ）でオ
キナワヒメハルゼミが捕獲された。今後、ヤンバルでノ
グチゲラの保全に向けた研究を行なう上での基礎資料と
するため、捕獲されたオキナワヒメハルゼミの個体数を
報告する。

研究方法
　調査は沖縄県国頭郡国頭村西銘岳周辺の国頭村村有
林および沖縄県県営林内の育成天然林施業を目的とし
た除伐が行なわれた林 13ヶ所 (A1-13)、除伐の記録が
ない林 3ヶ所 (B1-3)、および琉球大学農学部与那フィ
ールド内の伐採記録のない林 1ヶ所 (B4) で行なわれた 
(Table 1)。これらの植生はスダジイ、イスノキ、イジュ
が優占する亜熱帯照葉樹林である。調査した育成天然林 

は除伐後 1年から 22年まで経過した林であり、それら
の除伐時の林齢を、沖縄県の民有林の森林簿データを用
いて、24~60年（満年齢）と算出した 。除伐が行なわ
れていない林では調査時の林齢を用いた (Table 1) 。
　これらの林のそれぞれに 10m四方 のコドラートを一
つ設定し、その林床に羽化トラップを５基設置した。羽
化トラップは不織布製の底辺 60cm四方のピラミッド型
の覆いとビニール袋を加工した捕虫器から構成される。
捕虫器にはプロピレングリコールを約 200ml入れて保
存液とした。羽化トラップは、2006年 6月 13日から 

2007 年 6 月 9 日までの間、または 2007年 2月 4日から
2008 年 2月 7日までの間に設置された (Table 1)。これ
らの羽化トラップに捕殺された昆虫類を、2ヶ月に一度
回収した。回収された昆虫類からオキナワヒメハルゼミ
の成虫と幼虫を抜き出して、それぞれの個体数を記録し
た。セミの成虫と幼虫を佐々木ら (2006) に拠って同定
した。これら成虫・幼虫の標本は 70% アルコール液浸
標本として森林総合研究所九州支所に保管されている。

結果と考察
　オキナワヒメハルゼミは、2006年には 6月 13 日から 

8月 26日までの間、あるいは 2007年には 6月 2日か
ら 8月 23日までの間に捕獲された。このセミは、5 月
下旬から 8月上旬にかけて出現し（林 , 1984；東・金城 , 

1987；佐々木ら , 2006) 、鳴き声を聞くことができる（東 , 

1975）。また、発生のピークは 6月上旬から下旬の間で、
7月になると少なくなり、8月上旬頃まで少数の個体を
確認できる（佐々木健志氏 , 私信）ことから、今回捕獲
されたセミの多くは 6月から 7月の間に羽化のために
地表に出現したと推察される。なお、オキナワヒメハル
ゼミが捕獲された上記の時期に他種のセミ類は捕獲され
なかった。
　捕獲されたオキナワヒメハルゼミの総個体数は成虫 9 

個体、幼虫 12個体であった。除伐が行なわれた林 8ヶ
所 から成虫 8個体と幼虫 10個体が、行なわれていな
い林 2ヶ所から成虫 1個体と幼虫 2個体が捕獲された。
セミが捕獲された林のうち、除伐が行なわれた林の除伐
後の経過年数は 1年から 22年までの幅があり、捕獲さ
れたセミの個体数は 1個体から 7個体までの幅があった 
(Table 1)。また、除伐後の年数が同等である複数の林の
間で、林齢とセミの捕獲数の関係を調べたが、林齢の高
低と捕獲数の多少には関係がなかった。例えば、除伐後 

1年経った林で比較すると、捕獲されたセミの個体数は
25,46,47,60年生の林 5ヶ所 (A1-5) でそれぞれ 0,1,3,7,1

個体であった (Table 1) 。以上のことから、除伐の有無
あるいは除伐前の林齢の高低がオキナワヒメハルゼミの
出現数に影響を与える可能性は低いと考える。
　今回使用した羽化トラップはプロット内のごくわずか
な面積を覆っていたのみであり、捕獲数の多少は偶然に
生じた結果である可能性が考えられる。しかし、今回使
用した羽化トラップ 5基が覆い得た面積 1.8m2に 7個
体のオキナワヒメハルゼミが生息し得る場合があること
が分かった。
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地域
Area

林
Plot

林の位置
Location

調査期間
Study period

除伐後の年数 
Age after the 
last operation 

除伐時の林齢
Forest age at the 

last operation

セミの個体数†

Abundance of cicadas

成虫 幼虫
Adult Nymph

西銘岳地域 A1 128º16'49"N, 
26º48'62"E

Feb. 2007 -
Feb. 2008 1 25 0 0

Mt. Nishime A2 128º16'62"N,
26º48'96"E

Feb. 2007 -
Feb. 2008 1 46 0 1♀

A3 128º16'33"N,
26º48'42"E 

Jun. 2006 -
Jun. 2007 1 47 1♂ 1♂ 1♀ 

A4 128º16'33"N,
26º48'44"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 1 47 1♂ 1♀ 5♂ 

A5 128º16'34"N,
26º48'45"E 

Jun. 2006 -
Jun. 2007 1 60 0 1♂ 

A6 128º17'12"N,
26º47'57"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 4 451) 0 0

A7 128º17'11"N,
26º48'11"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 7 342) 1♂ 0

A8 128º15'29"N,
26º48'17"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 7 59 0 0

A9 128º17'17"N,
26º47'59"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 12 29 1♀ 1♂ 

A10 128º15'23"N,
26º48'27"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 13 48 0 0

A11 128º16'78"N,
26º48'05"E

Feb. 2007 -
Feb. 2008 18 28 2♀ 0

A12 128º16'57"N,
26º48'32"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 22 24 0 0

A13 128º15'54"N,
26º48'05"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 22 43 1♀ 0

B1 128º16'88"N,
26º48'08"E

Feb. 2007 -
Feb. 2008 - 47 1♂ 0

B2 128º16'48"N,
26º48'48"E

Feb. 2007 -
Feb. 2008 - 72 0 2♂ 

B3 128º16'25"N,
26º48'02"E

Jun. 2006 -
Jun. 2007 - 76 0 0

与那地域
Yona B4 128º13'39"N,

26º44'10"E
Jun. 2006 -
Jun. 2007 -

不明
0 0

unclear

合計 4♂ 5♀ 10♂ 2♀

Table 1. 調査地の履歴と捕獲されたオキナワヒメハルゼミの個体数（A: 除伐された林；B: 除伐の記録がない林）
　　　  Description of study plots and abundance of cicada individuals captured by emergence traps. A: forest with operation; B: forest 
　　　  without operation

†林に設置された 5 基のトラップで捕獲された個体の合計数 Accumulated number of individuals captured by five traps.
1) 林齢 27 年時にも除伐が行なわれた。Operation was also done at 27 years old.
2) 林齢 13 年時にも除伐が行なわれた。Operation was also done at the 13 years old.
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